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まえが き

道 路 防 雪 林 は ,生 きた 工 作 物 で あ り ,風 上側 に造 成 され ,吹 送 さ れ て くる地 吹 雪 を

捕捉 し ,路 面 に堆 雪 す る こ とを 防 ぐ目的 で 造成 され て い る 。 けれ ども、林 帝 内 に地 吹

雪 を捕 捉 す る こ とは ,雪 丘 を形 成 させ ,そ こに 生 育 す る植 栽 木 に ,し ば しば壊 滅 的 な

雪 害 を及 ぼ す こ とで もあ る。筆 者 た ち は ,こ れ まで も ,雪 丘 の 沈 降 圧 に よ って ,防 風

林 や 防雪 林 が極 め て 大 きな被 害 を受 け る こ とを報 告 して きた (斎 藤 ほ か ,1989,90,
91,92,94)。 そ して ,今 回 ,筆 者 た ち は ,国 道 335号 の羅 臼町 羅 自峠 に造 成 され
た道路防雪林 を調査 し,大 きな雪丘の形成 とそれによ る植栽木の被害 とを確認 し ,そ
の対策 も検討 したので ,こ こに報告 す る。

調査地の概 要

地吹雪が しば しば交通 を遮 断 す るために ,調 査地 の国道 335号 には ,防 雪林 とス
ノウシェル ターが併設 されてい る (写 真 -1)。 地吹雪が発生 し始 めたのは ,風 上側
の森 林 が 伐 採 され ,草 地 に

開発 され て か らで あ る 。風

上側 の広 い草 地 (無 立 木 地 )

の積 雪 が ,遠 音 別 岳 か らの
強風 (遠 音 別 嵐 )に 侵 食 (
風食 )さ れ ,地 吹 雪 とな っ
て ,こ の 道 路 まで 運 搬 (吹
送 )さ れ て くる よ うに な っ

た .風 の 流 れ に対 して ,草
地 の 幅 は ほ ぼ 700～ 1000m
で あ り,そ の風 上側 に あ る
森林 の 防風 防雪 効 果 が 及 ば

ない広 さで あ る .一 般 的 に ,
防風 防 雪 効 果 は ,林 縁 か ら
風 下 側 に ,樹 高 の 10～ 15倍 く らいで あ り,こ こで は樹 高 が 15～ 20mほ どで あ るか ら ,
距 離 に換 算 す る と ,150～ 300m程 度 しか効 果 が及 ば ず ,残 りの幅 500～ 700mの 積 雪 が
風食 され ,地 吹 雪 に な る こ とに な る 。

調 査 結 果

現 地 調 査 は ,3回 で あ り ,降 雪 前 の 1995年 11月 初 旬 ,根 雪 にな りそ うな 12月 下 旬 ,

そ して ,大 雪 丘 が 存 在 した 1996年 2月 下 旬 に実 施 され た 。

写 真 -1 国道 335号 羅 日峠 に お け る道 路 防 雪 林 と
ス ノ ウシ ェル タ ー の併 設 (1995.12.23)
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先 ず ,無 雪 期 や

根雪 が始 ま る時期

には ,植 栽 木 の 異
常 ― ―枝 抜 け ,幹
曲 り ,幹 折 れ ,枯
死 ,消 失 ― ―が 観
察 され た 。枝 抜 け

は積 雪 の 沈 降圧 で

生 じ るの で ,林 帯
の全 体 に観 察 され

たが ,幹 曲 り以 上
の被 害 は ,風 上 林
縁 (防 雪 柵 )か ら
10m前 後 の 箇 所 に

集 中 して い た (写 真 -2)。

な お ,半 成 木 を移 植 して
か ら数 年 を経 て い るの に ,

縄外 しが 行 わ れ て い な い の

で ,雪 害 が な い筈 の箇 所 に
お い て も ,縄 に よ る幹 の組
れが い ち じる し く ,ま た ,

鳥居 型 添 え木 の横 木 が 幹 の

肥 大 成 長 を圧 迫 して い て ,

そ こ らか ら折 れ た 幹 が 数 多

く観 察 され た (写 真 -3).
次 に ,2月 下 旬 の調 査 で
では ,大 雪 丘 が 防 雪 柵 か ら
5～ 10mの 位 置 に形 成 され
て い て ,丘 頂 が 7
～ 9mの 位 置 に存
在 して い た .そ の

積 雪 深 は 250～ 350

cmで あ り ,植 栽 木
が全 く見 え な い (

幹 曲 り,幹 折 れ ,
枯死 )場 合 が多 か
つた (写 真 -4)。

雪 丘 を掘 る と ,

吹送 され て きた雪

は 固 く締 り ,比 重
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風 上 側 の 防雪 柵 か ら 15mふ きん まで の箇 所 で は ,植
栽 木 が壊 滅 な被 害 を受 けて い る (1995。 12.23)

写 真 -3 雪 丘 が 形 成 され な い箇 所 の カ ラ マ ッの幹 が ,
縄 縛 りの た め に組 れ て折 れ ,ま た ,横 木 に
圧 迫 され て 折 れ て い る (1995。 12.23)

積 雪 深 が 350cmも あ っ た大 雪 丘 (1996.2.28)

添 え木 が 見 え るが ,植 栽 木 は 壊 滅 して い た

写 真 -2

写 真 ―
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が 0.30～ 049も あ って ,ア ル ミニ ウ ム製 の ス コ ップ が 曲 る ほ どで あ つ た 。 な お ,イ ン
キ吹 付 け +バ ー ナ ー 焼 き を試 み た が ,明 白 な氷 層 を 見 出せ ず ,雪 質 もほ ぼ 均 質 (全 体
と して ,シ マ リユ キ )な こ とか ら ,地 吹 雪 の 回 数 は ご く少 な く,お そ ら く 1～ 2回 く
らい で ,一 気 に 300cnも 吹 き溜 ま った ,と 推 根1さ れ た

小考 察

3回 の 現 地 調 査 か ら ,羅 日峠 の 道 路 防 雪 林 の ,雪 丘 に よ る被 害 が 明 らか に な つ た

① 大 雪 丘 の 形 成 は ,風 上側 の 無 立 木 地 (草 地 )の 出現 が 原 因 で あ り ,そ こか ら吹 送 さ
れ て くる地 吹 雪 が ,林 帯 内 に 吹 き溜 ま るの で あ る 。 しか も ,風 上 側 の 防 雪 柵 (防 雪
用 お よ び 植 栽 木 の保 護 用 )の 透 過 率 が 低 い た め に ,風 速 が極 端 に減 殺 され る位 置 に
吹 き溜 ま りが 出 現 して しま うの で あ る

②地吹雪を発生させないためには,積 雪の風食を抑制すればよいのであるから,風 上
側 の 草 地 に ,防 雪 林 か ら 150～ 200mの 位 置 に , 1～ 3列 く らい の ,幅 が 5～ 10mく
らい の狭 い 防 風 防 雪 林 を造 成 し ,風 速 を減 殺 して ,そ の 風 下側 に雪 丘 を形 成 させ ,
地 吹 雪 が 本林 帝 や 道 路 に 到 達 しな い よ うに す る こ とが 望 ま しい (図 -1)

速 音別 嵐

_ 

―

 風 食

草 地 (無 立木 地 )

図 -1 羅 日峠 の 防 雪 林 の 雪 丘 に よ る植 栽 木 の 被 害 の 現 況 (模 式 図 )

防 雪 林 (本 林 帯 )の 風 上 側 の 草地 に ,狭 い 防 風 防 雪 林 を造 成 して ,地 吹
雪 を抑 制 す る (案 ;新 井 ,1957を 参 照 した )

③大雪丘 は ,防 雪柵 の透過率 の低 さにも原 因があ るのであ るか ら ,透 過 率 を 40%く ら
い に高 め る必要があ る 仮設 4RIで あれば ,よ り風上側 に設 置すべ きで あ ろう .
④防雪柵 の有無 にかかわ らず ,雪 丘頂 が形成 され る位 置は ,林 縁 か ら 5～ 10mで あ る
か ら (斎 藤 ほか ,1989,94),そ こには樹木 を植栽 しない こ とも重要で あ る つ ま
り,吹 き溜 ま り場所 を空 けて おいて ,歩 道や林 内作業道 と して活用す ることが望 ま
しい (阿 部 ほか ,1996;斎 藤 ,1992,96).
さ らに ,防 雪林 の造成 方法 お よび維持管理 方法 につ いて も ,検 討 してみ る

上

下

狭 い 防 風 防 雪 林
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⑤添 え木 +縄 縛 り方式 は ,半 成木 の移植 に不可欠 とな って い

るが ,移 植後 2成 長期 を経 た ら,幹 の肥大成長お よび根 系
の発達 を妨げないために ,外 されなければな らない .幹 折

れ木の続 出は ,大 雪丘の箇所 ,そ うでない箇所 を問わず ,
縄外 しを怠 った管理 ミス と言 える。生 きた工作物の維持管

理手法が早急 に確立 されなければな らない。

⑥雪丘の沈降圧 は ,枝 を強制的 に下 げ ,枝 抜け を生 しさせ る。

裾枝がなければ ,枝 抜 けは生 しず ,幹 曲 り,幹 折れ も生 し

に くい。高 さ 2mま での裾枝打ちを徹底 しなければな らな
い (写 真 -5).

⑦速成方式の半成木移植は ,樹 高が 3～ 5mで あ り,徹 底 し
た裾枝 打 ちを実施 しがた く,大 雪丘 に加害されや すい。鉄

道林 や高速道路林で実施 されて きたように ,防 雪相 の設置

+苗 木植栽方式 を採用 することが ,防 雪林造成の正道であ

る .ど う して も速成 方式を必要 とす るな ら,よ り大 きい ,

高 さが 5～ 10mの 樹木 を移植 し,予 想 され る雪丘の高 さま

で枝打 ちを実施 すればよい 。根切 りな しの凍 土方式によれ

ば ,大 きい木 の移植 は容易であ る (斎 藤 ほか ,1995).
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